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3年 かほく市立河北台中学校

学年だより 校 長 荒山 浩

学年主任 上谷 由喜

中学校最後の体育祭が終わりました!!

「団結」とは、何を基準にそれが達成されていたかどうかを判断する

のでしょうか？目に見えないものだからこそ、難しい。しかし、今年度の

体育祭は、見て分かるくらいの団結がありました。競技や応援で見せた

一体感、体育祭終了後に見せてくれた達成感に満ちあふれた顔が、それを物語っていました。

例年通りの体育祭ができないにも関わらず、今まで以上に楽しい体育祭になったのは、生徒会執

行部、応援リーダーをはじめとする３年生の力が集結した賜だと思います。縮小規模で行われた体

育祭でしたが、時間の長さより、それに至るまでの過程、工夫と内容が大事であるということを感

じました。「一人ではやれそうにないことも、みんなと一緒だからできたと思う」そんな声も聞かれ

ました。一人で何かを成し遂げるより、大勢で何かを成し遂げる方が喜びは大きいものです。

また、委員会等の仕事で、人が見ていないところで地道に仕事をしてくれた人も多くいました。

人のために何か仕事をするのはとても良いことです。自分のしたことが誰かの役に立っている、誰

かの喜びにつながっている、そんな仕事をこれからもして欲しいものです。

体育祭で作り出した互いに認め合う雰囲気を、クラス内だけでなく、学年や学校全体に広げてい

って欲しいと思います。ここで得た達成感、やり切ったという思いを自信に変えて、今後の学校生

活に生かしてください。

「体育祭の振り返り」より

３組 南 聖（体育祭当日まで頑張ったこと）

３組 澤野 大地（体育祭当日まで頑張ったこと）

希 望



１組 山元 萌々夏（感想と今後頑張りたいこと）

１組 山口 莉乃（感想と今後頑張りたいこと）

１組 河元 美羽香（感想と今後頑張りたいこと）

３組 前田 優冬（ステキなクラスメイト）

２組 大浦 早織（ステキなクラスメイト）

「体育祭が成功したかどうかは、あとになってから分かる」
行事をやり遂げても、その行事で学んだことを学校生活に生かすことができないと意味がない。

普段の学校生活・授業態度で君たちの真価が問われます。


